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こんにちは｢南砺市(なんとし)｣です

南砺市は、富山県南西端に位置し、美しい散居村が広がる平野部から世界遺産「五箇
山合掌造り集落」を有する山間部まで、豊かな自然の中に懐かしく美しい、日本の原風
景が息づくまちです。

この地では、豊かな自然の恵みをいただき、大自然に感謝する心や相手を思いやる気
質といった精神的風土(土徳)が根付いています。

豊かな風土の中で、多様な伝統文化や食文化､芸術文化など､かけがえのない資源が息
づいています。

五箇山合掌造り集落
（相倉集落）

散居村が広がる風景

・人 口 46,198人(住基､R6.10末)
・世帯数 17,521世帯
・面 積 668.64k㎡
・高齢化率 40.2％
・主要産業

アルミニウム､橋梁･建築建材､工作機
械等の製造業､農業
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2017年実施の｢第65回日本観光ポスターコンクール｣で、
南砺市の観光ポスターがオンライン部門4位に！
審査員賞は逃したものの、オンライン投票部門で見事4
位を獲得。3位との票差は57票、また5位には220票もの
差をつけた大健闘です。
現在、主要駅や空港･イベント会場等で活躍しています｡

都会は人がつくり、
田舎は神がつくる。

英国の詩人 ウイリアム・クーパー

「一流の田舎」を目指す

神は田舎をつくり、人間は都会をつくった

だとすれば、野や林の中においては健康と徳が満ち
あふれ、最もおびやかされることが少ないとしても
何の不思議があろう
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福野夜高祭
日本ユネスコ協会連盟
プロジェクト未来遺産

五箇山（相倉・菅沼）
ユネスコ世界文化遺産

市民が誇り・つなぐ南砺の伝統

城端曳山祭
ユネスコ無形文化遺産

木彫刻のまち・井波
日本遺産(文化庁)

平・上平の自然
白山ユネスコエコパーク

来訪された方が感じる魅力

食、お土産、人
※９割以上がリピートを希望 3



▪南砺市農業の概況

▪有機農業取り組みの経緯

▪有機農業取り組みの概要

▪まとめ

4

項目
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南砺市の農業の概況
主な地域別特産作物

城端地域 酒米、にんにく、青ねぎ、干柿、そば

平地域 みょうが、赤かぶ、かぼちゃ（ぼべら）

上平地域 赤かぶ、かぼちゃ（ぼべら）、みょうが

利賀地域
そば、伯爵かぼちゃ、行者にんにく、
みょうが

井波地域 里芋、チューリップ球根、たまねぎ

井口地域 黒大豆

福野地域 里芋、チューリップ球根、たまねぎ

福光地域
干柿、にんじん、ブロッコリー、

アスパラガス
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▪平野部では、個別経営、法人経営、集落営農組織が混在し、中山間
部になるほど、集落営農組織の経営体が多くなり、さらに山間部になると、
農業公社などが農地を守るなど、地域農業を支えています。
▪耕地面積は、6,757ヘクタール（田耕地面積6,526ヘクタール、畑耕
地面積231ヘクタール）【うち、有機農業面積42.5ヘクタール】で、豊
富な水に育まれた良質な米の生産を柱とし、干柿などの特産品づくりに
も取り組んでいます。 
▪農業従事者の減少・高齢化で、担い手不足が最大の課題となっている。
一方で、法人化する農業経営体数や認定農業者数、認定新規就農
者数は増加しています。
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南砺市の農業の概況

出典：2020年農林業センサス



南砺市農業の概況

①農業経営体の推移

▪ 農業経営体 令和2年度：1,263経営➢平成27年から27.3％減少
▪ 個人経営体 令和2年度：1,091 経営➢平成27年から30.6％減少
▪ 団体経営体 令和2年度：   172 経営➢平成27年から3.0％増加

(法人経営体56.5％増、一戸一法人34.7％減）

▪農業経営体が減少している（27.3%）(法人経営体は56.5%増加)

3,146

2,187

1,738

1,263

減少傾向

出典：2020年農林業センサス

　 ■： 　一戸一法人

■：法人経営体　■＋■：団体経営体　■：個人経営体
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▪ 田 令和2年度：6,526 ha ➢平成27年から0.4％減少
▪ 畑 令和2年度：   109 ha ➢平成27年から2.7％減少
▪ 樹園地 令和2年度：   122 ha ➢平成27年から3.9％減少

▪経営耕地面積は田、畑、樹園地の全てにおいて年々
減少傾向にある

田 畑 樹園地 合計

県全体 47,806 1,164 411 49,381

6,526 109 122 6,757

(13.7) (9.4) (29.7) (13.7)
南砺市

※（　）は県全体に対する割合

減少傾向

出典：2020年農林業センサス

南砺市農業の概況

②経営耕地面積の推移
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▪ 60歳以上  令和2年度：1,099 人➢平成27年から20.5％減少
▪ 50～59歳 令和2年度：   51 人➢平成27年から21.5％減少
▪ 15～49歳 令和2年度：  60人➢平成27年から18.9％減少

▪農業従事者は、 60歳以上が全体の約8割を占め高齢化
が顕著。59歳以下は減少傾向にある
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出典：2020年農林業センサス

南砺市農業の概況

③基幹的農業従事者数の推移
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